
〇 尼崎市の人口動態

〇 地区別人口の状況
１ 人口

市全体でみると、令和元年度は前年と比べて増加したが、令和２年度以降は減少が続いている。平成30
年度から令和４年度にかけて、1.0%減少（▲4,621人）している。
地区別にみると、平成30年度から令和４年度にかけて、園田地区のみ増加しており、1.7%増加（1,618
人）となっている一方で、その他５地区では減少しており、大庄地区は4.0%減少（▲2,136人）となり、最
も高い減少率となっている。

２ 65歳以上の人口
市全体でみると、平成30年度から令和４年度にかけて、1.2％減少（▲1,539人）している。
地区別にみると、平成30年度から令和４年度にかけて、中央地区、小田地区、大庄地区の南部３地区で
の減少が目立つ。
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自然増減 社会増減 合計

【昭和39年～昭和45年】
人口増

【昭和46年～平成19年】
自然増を上回る社会減により人口減少

【平成20～21年、平成30年～令和元年】
自然減を上回る社会増により人口増加

【平成21年～】
自然動態が減少に転じ、
その数値は年々拡大

〇 人口動態の状況

１ 地区別単身・二人世帯における社会動態

⑴ 単身世帯の傾向
市全体でみると、平成30年以降、転入超過の傾向が続いている。令和３年は転入超過数が大幅に減少

したが、令和４年は大幅に増加している。
地区別にみると、平成30年以降は、中央地区、小田地区、立花地区、武庫地区、園田地区で転入超過

の傾向が続いている。また、大庄地区は、令和元年に転入超過に転じたものの転出超過の傾向が続いて
いる。

⑵ 二人世帯の傾向
市全体でみると、平成30年以降、転入超過の傾向が続いている。令和３年は転入超過数が大幅に減少

したが、令和４年は大幅に増加している。
地区別にみると、大庄地区で令和元年と令和３年に、武庫地区で令和４年度に転出超過が見られるほ

かは、すべての地区で転入超過となっている。

２ 10歳階級別、転入元・転出先別 社会動態
平成30年から令和４年にかけての社会動態を10歳階級別にみると、特に20歳代で大幅な転入超過の傾向

が続いている。一方、10歳未満は、大幅な転出超過が続いている。また、30歳代は令和元年以降、転出超
過が続いており、その中でも令和３年は大幅な転出超過となっている。
また、自治体別の本市への移動状況をみると、神戸市及び西宮市で毎年転入超過になっている。一方、

伊丹市及び東京圏で、毎年本市からの転出超過となっている。宝塚市においても伊丹市と同様の傾向であ
るが、令和３年以降は転入超過となった。

●単身世帯の社会動態

【概要版】人口動態等に関する報告書（令和４年度版）

資料：尼崎市統計書(人)

●二人世帯の社会動態

【令和4年】
再び社会増となる



○ ファミリー世帯（５歳未満の子どもがいる世帯）の状況

１ 転入元・転出先別 社会動態
ファミリー世帯については、平成30年から令和４年にかけて、下表に記載しているほぼ全ての自治体で

本市からの転出超過となっている。神戸市、明石市、伊丹市及び宝塚市へは毎年ファミリー世帯の転出超
過が続いている。
一方、大阪市からは毎年転入超過の状態にあり、その超過数は40世帯前後で推移していたが、令和４年

では約60世帯と微増した。

２ 町丁目別 社会動態
平成30年から令和４年にかけて転入超過が目立つ町丁目は、小田地区において、令和４年の「長洲西通

１丁目」、園田地区において、平成30年の「上坂部１丁目」、令和２年の「東塚口町１丁目」、令和４年
の「小中島１丁目」である。
一方、同期間に転出超過が目立つ町丁目は特にないが、広い範囲で転出超過が生じている状況である。

○ 在留外国人人口の状況
１ 在留外国人人口

市全体でみると、平成30年度から令和４年度にかけて、7.8％増加（900人）している。
地区別にみると、平成30年度と令和４年度を比較すると、武庫地区を除く５地区において増加してお
り、園田地区での増加率が最も高く、17.3％増加（335人）しており、続いて中央地区の10.5％増加（195
人）、立花地区の8.5％増加（192人）の順で高くなっている。一方、武庫地区では2.5％減少（▲47人）し
ている。

２ （参考）国別在留外国人人口
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